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アクション＆レガシープランとは 
 
・東京 2020 大会は、「2020 年夏」に、「東京を中心に開催」される、

｢スポーツの祭典｣です。このように大会そのものは、①分野的、②
地域的、③時間的に限られたイベントですが、これを単なる一過性
のイベントとするのではなく、できるだけ多くの人が参画し、多く
の分野で東京 2020 大会がきっかけとなって変わったと言われる
ような、広がりのある大会としたいと考えています。 

 
・具体的には、 
① スポーツだけでなく、文化・教育、経済・テクノロジーなど様々

な分野と連携をとっていきます。 
② また、東京だけでなく、オールジャパン、そしてアジア・世界に

ポジティブな影響を与えていきたいと考えています。 
③ そして、これらの取組を 2020 年夏だけに行うのではなく、リオ

大会後の 2016 年の秋から開始し、2020 年以降にもつなげてい
きます。 
 

・こうした東京 2020 大会に向けた取組について、広がりをもって計
画的に進めるために、 

 「アクション」：2016 年秋から 2020 年にかけて日本全国でどの
ようなイベント・取組を行い、多くの人の参画を
促していくのか 

 「レガシー」：そしてその成果として、東京 2020 大会をきっか
けにその後の東京・日本そして世界に何を残し、
創出していくのか 

について、とりまとめたものが、「アクション＆レガシープラン」 
となります。 
 

・組織委員会は 2016 年 7 月に「アクション＆レガシープラン 2016」 
を公表しました。これをもとに、実施されたアクションや今後の予
定について、毎年更新しています。 
2019 年版については 2018 年版と同様、レガシーコンセプト等基
本的な方向性に変更がないことから、次のとおりといたします。 
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本レポートの構成 
 〇 本文 

第一章～第六章：2018 年からの更新を新旧対照表（別紙）に 
記載。 

   第七章～第八章：2019 年版（次頁～）を作成。 
 
 〇 アクション一覧表（付表） 

2018 年からの時点更新を実施。 
  

※「参画プログラム認証事業一覧」については、参画プログラム 
特設サイトに掲載（https://participation.tokyo2020.jp/jp/） 
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第七章 東京 2020参画プログラムについて 
 

 

（１）東京 2020 大会のビジョン、アクション＆レガシー、そして参

画プログラムへ 

 

東京 2020 のビジョンを実現するための、未来に残すべきレガシー

とそれを実現するための行動、アクションを規定したものがアクシ

ョン＆レガシープランとなります。 

アクション＆レガシープランを実現するためには、政府や東京都、

会場関連自治体、スポンサー企業だけでなく、オールジャパン体制で

臨み、取り組むことにより、一人でも多くの方に参画いただくことが

必要となります。 

そこで、全国の様々な組織・団体がオリンピック・パラリンピック

とつながりを持ちながら、大会開催に向けた機運醸成やレガシー創

出に向けたアクションを実施することにより、多くの方々が参加出

来る仕組みとして、2016 年 10 月より東京 2020 参画プログラムを

開始しました。 

東京 2020 大会に向けた様々なアクション（イベント・事業等）

を組織委員会が認証し、マークの付与等を行うことにより、東京

2020大会とのつながりを実感していただき、「オリンピック・パラ

リンピック大会の機運醸成に向けた参画促進」と「レガシー創出に

向けたアクションの推進」を目指していきます。 
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（２）参画プログラムの概要 
 

参画プログラムは、「公認プログラム」と「応援プログラム」、2 つ

のプログラムから成ります。アクション＆レガシープランの 5 つの

柱を 8 つの分野に分け、それぞれの分野のレガシー創出に向けた取

り組みを推進しています。 

 

公認プログラムは、政府、開催都市（東京都、都内区市町村）、ス

ポンサー企業、JOC、JPC、会場関連自治体などが実施するアクショ

ンを認証するもので、公認事業として位置づけられます。認証された

アクションでは、公認マークやアクションのタイトルや説明文等に

「オリンピック・パラリンピック」等の文言を使用することが可能で

す。 

応援プログラムは、開催都市や会場関連自治体以外の自治体、非営

利団体等が実施するアクションを認証するもので、アクションの裾

野を広げることにより、より多くの人々が参加出来ることを目指し

ています。認証されたアクションでは、応援マークや、一定の条件の

もとタイトル以外（説明文等）の箇所で「オリンピック・パラリンピ

ック」等の文言を使用することが可能です。 
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 参画プログラムのメリット 
 

参画プログラムの主催者や参加者は、以下のようなメリットを享

受することが可能になります。 

 東京 2020大会とつながる（オリンピック・パラリンピック

大会の機運醸成） 

 オリンピック・パラリンピックとのつながりを生み出すこと

により、主催者や参加者に東京 2020 大会への参加意識を醸成

することが可能となります。 

 地域でつながる（地域住民や関係団体等との連携） 

 主催者と参加者、参加者同士のつながり等、新たな関係性を

構築することにより、地域が連携して機運を盛り上げていく

機会を創出します。 

 全国とつながる（活動の知名度向上と連携の拡大） 

 組織委員会から全国への情報発信を通じて情報を広く PRする

ことにより、各地域や団体や活動の知名度向上と他団体等と

の幅広い連携に向けた機会を拡大します。 

 未来につながる（次世代とのつながりやレガシーの創出） 

 幅広い交流を通じ、未来に残すべき伝統、知恵等を次の世代

に継承する機会を生み出し、未来（レガシー）につながる機

会を創出します。 

 
 

申請件数と参加者数 

2016 年 10 月の東京 2020 参画プログラム開始から、認証事業件

数は約 104,300 件、参加者数（延べ）は約 8,600 万人となっていま

す（2019 年 7 月末時点）。 

内訳は、公認プログラムが約 80,180 件、応援プログラムが約

6,220 件、東京 2020 教育プログラム オリンピック・パラリンピッ

ク教育実施校※が約 17,900 件となっています。 
※オリンピック・パラリンピック教育実施校（愛称：ようい、ドン！スクール）

とは、東京 2020 教育プログラムの１つとして、オリンピック・パラリンピ

ック教育に積極的に取り組む学校を、東京 2020 組織委員会が認証するもの

です。 
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全国で様々なアクションが実施されています。 

 
           アクションの分布 
      

 
 

以下はアクションの主な例となります。 
分野 主なアクション例 

スポーツ・健康 
 パラリンピック競技体験イベント 

 トップアスリートによるスポーツ教室 等 

街づくり 
 障がい者に対するおもてなし講座 

 防災やテロ対策を考えるセミナー 等 

持続可能性 
 都市鉱山からつくる！みんなのメダルプロジェクト 

 チームでゴミ拾いを競い合うスポーツイベント 等 

文化 
 １万人のシルバー世代で構成される劇団による演劇の上映 

 アールブリュット作品の展示会 等 

教育 
 学生による 2020 年に向けた映像制作およびコンテスト 

 資源の大切さを学ぶ環境出前授業 等 

経済・ 

テクノロジー 

 テクノロジーを活用した大会盛り上げのためのアイディアソン 

 東京 2020 大会と日本の経済成長をテーマとしたシンポジウム 等 

復興 
 被災した子供たちを対象としたスポーツ体験プログラム 

 石巻市にある聖火台で子供たちと触れ合うイベント 等 

オールジャパン・ 

世界への発信 

 小中学生を対象とした東京 2020 大会に向けたポスター募集 

 訪日外国人の観光やおもてなしに対するセミナーやシンポジウム 等 

 

長崎

3000 件以上

2000 件

500 件

件

件

300

100

北海道

長野

青森

新潟 福島

山形 宮城

秋田 岩手

山梨 東京
千葉

神奈川

群馬 栃木

三重和歌山

富山

岐阜

石川

福井

滋賀

京都

大阪

兵庫

鳥取

岡山

茨城

埼玉

奈良

沖縄

静岡愛知

佐賀

熊本 大分

宮崎
鹿児島

香川

徳島高知

福岡

島根

山口

広島

愛媛

50

10

件

件

1000 件
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参画プログラム開始時の主体者は政府や開催都市（東京都、都内区

市町村）、会場関連自治体、大会スポンサー、JOC、JPC が中心とな

っていましたが、東京 2020 大会へのつながりを全国に拡大するた

め、2017 年 7 月 20 日より対象団体を大幅に拡大しました。会場関

連自治体以外の市町村や自治会・町内会等、商店街等、また国内競技

団体や体育協会、公益法人やその他法人等、多くの非営利団体も対象

として、盛上げにつなげていきます。 

 

 
 

参画プログラムの更なる盛上げ、全国からの参加を促進するため、 

組織委員会からの積極的な情報発信、申請システムの改修、アクショ

ンを PRする機会の提供等を進めていきます。 

 

（１）「1 Year to Go!」参画プログラムマークの作成 

東京 2020 大会開催 1 年前の期間に実施されるアクションで使

用出来る「1 Year to Go!」バージョンの特別な公認マーク、応援

マークを制作しました。 
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（２）参画プログラム「ホストタウンアクション」の実施 

 内閣官房が 2020 年の大会開催に向け、参加国・地域との相互

交流を図る自治体を「ホストタウン」として登録する仕組みと連

携し、ホストタウン登録自治体が実施するアクションに使用でき

るホストタウン用参画マークを制作しました。 

2018 年 1 月から申請受付を開始し、2019 年 7 月末現在で 78 自

治体からのアクションを認証しています。        

 
 

 地域の祭りを応援プログラムとして認証 

日本の伝統文化であり、地域活性化を目指して実施される夏祭

りや秋祭りを、応援プログラムとして認証しています。 

2019 年は認証された祭りを更に盛り上げて頂くため、新たな

PR ツールや東京五輪音頭-2020-の CD・DVD をご用意して、多

くの祭りイベントでご活用いただきました。 

 

今後も大会までの様々な機会に合わせて、参画プログラムへの

参加と大会機運醸成に繋がる施策を展開していきます。 
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第八章 東京 2020 NIPPON フェスティバルの展開 
 

 文化オリンピアードの集大成として行われたロンドン 2012 フェ 

スティバルは、ロンドン 2012 大会成功に大きく貢献したと評価

されています。 

 ロンドン 2012 大会では、大会の 3 週間前から大会終了までの 12

週間に渡り、イギリス・ロンドンをアピールする多くの良質な文

化芸術イベントを実施し、国内外にオリンピック・パラリンピッ

クへの期待感を高める情報を発信し、大会の盛り上げにつなげま

した。 

 東京 2020 大会においても、大会前から「東京 2020 NIPPON フ

ェスティバル」を実施することとし、文化の祭典でもある、オリ

ンピック・パラリンピックの盛り上げを最大化します。 

 

 

聖火リレーのスタートの時期も念頭に置きながら、全国的な盛り 

上げを目指し、2020 年 4 月頃から 9 月頃までを会期とします。 

 

 

・ 東京・日本へ世界からの注目が集まるこの時期に、東京 2020 大

会の公式文化プログラムとして、我が国の誇る文化を国内外に強

く発信します。 

・  2 回目の夏季パラリンピックを世界で初めて開催する都市とし

て、大会後の共生社会の実現に向けて、多様な人々の参加や交流

を創出します。 

・ 聖火リレーを契機に、文化・芸術活動を通じてオリンピック・パ

ラリンピックに参加できる機会をつくり、大会に向けた機運を高

めます。 
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東京 2020オリンピック・パラリンピックに向けて、 

全国でくり広げられる文化の祭典、それが東京 2020 NIPPON フェスティバルです。 

日本にあらゆる国の人が集う本大会に先駆けて、 

様々な人と文化が交流する場となるはずです。 

地方と都市。日本と世界。 

あらゆる境界を超え、ひとつになるその時。 

きっと、かつてない文化が生まれるでしょう。 

きっと、多様性の力と素晴らしさを実感するでしょう。 

きっと、新たな文化と感動が未来につながってゆくでしょう。 

その主役は、私たちひとりひとり。 

そして舞台は、この国のあらゆるまちとまち。 

日本各地の熱気と多様性の融合から、すべては始まります。 

東京 2020 NIPPON フェスティバル。それは、 

この国の新たな可能性を開くフェスティバルです。 

 

 

 

・東京 2020 NIPPON フェスティバルの象徴となり、フェスティバ

ルを全国に拡げる力のあるマークを作成しました。 

・大会エンブレムと同じ 3 種類の四角形を、同じ数組み合わせたマ

ークが描くのは「Harmonized Checker = 調和した市松」です。 

・多様性の調和により可能性や希望が広がり、東京 2020 NIPPON

フェスティバルがイノベーティブでアクティブな新しい輝きを起

こしていくことを、デザインに込めています。  
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・フェスティバルのブランディングを効果的にするため、フェステ

ィバルが目指す姿や提供する価値を端的に表現するキャッチフレ

ーズを開発しました。 

 

 
 

・開発にあたり、次の点を考慮しました。 

１）フェスティバルとその目的や価値を体現すること 

２）多くの方々にとって覚えやすく、口ずさみやすいこと 

３）日本中のみならず、世界各国の方々に興味を持って頂けるよう世

界中の人々にとってわかりやすいこと（和英併記） 

 

・様々な人と人の出会いから生み出される新たな文化と感動をフェ

スティバルらしい華やかな言葉で祝祭性とともに表現しました。 

・四季を楽しむ日本ならではのキャッチフレーズにより、日本中で

フェスティバルと共に文化が花開くという願いを込めています。 

  

 

 

・フェスティバルが提供する価値や、日本文化の豊かさを表現する

ために、コンセプト映像を制作しました。 

・制作にあたっては、フェスティバルマークをモチーフとして、季

節に根差した日本文化、伝統と革新が融合する日本文化を表現す

るプロモーション映像となっています。 

・本コンセプト映像はフェスティバルの特設ウェブサイトでご覧い

ただけるほか、より多くの方に興味を持っていただくために、フ

ェスティバルに関わるさまざまな場所で今後活用していきます 

（https://tokyo2020.org/jp/special/festival/） 

 

 

 

https://tokyo2020.org/jp/special/festival/
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 主催プログラム 

・ 組織委員会が主催する 4 つのプログラム 

組織委員会は、フェスティバルの盛り上がりが全国に波及するよ 

う、東京を中心に大規模な文化プログラムを計画しています。 

 

 
 

 共催プログラム 

・ 大会を象徴するプログラム等を国、地方自治体、文化芸術団体、

パートナー企業などと組織委員会が連携し実施します。 

 


